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今から 八十 年 ほどの 昔 —— と 言い かけて、 o 君は自 

分で も 笑い出した。 いや、 もっと 遠い昔になる のか も 

知れない。 なんでも 弘化 元年と か 二 年と かの 九月、 

じよ-つ しゆう 

上 州の 或る 大名の 城内に 起った 出来事で ある。 

秋の 夜に 若侍 どもが 夜詰め をして いた。 きのうから 

の 雨の ふりやまないで、 物す ごい 夜であった。 いつの 

世 もお なじ ことで、 こういう 夜に は 怪談の はじまる の 

が 習いで ある。 そのな かで、 一座の 先輩と 仰がれて い 

る 中原 武 太夫と いう 男が 言い出した。 

「むかしから 世に 化け物が あると いい、 無い という。 



れ でもなる ベく は 人数が 多い 方が いいと いうので、 い 

やが る 茶坊主 どもまで を 狩り あつめて 来て、 夜の 五つ 

(午後 八 時) 頃から 第一 番の 浦辺 四郎 七と いう 若侍が、 

まず 怪談の 口 を 切った。 

なにしろ 百 箇条の 話 をす るので あるから、 一 つの 話 

はなるべく 短い の を 選む という 約束で あつたが、 それ 

でも 案外に 時が 移って、 かの 中原 武 太夫が 第 八十 三番 

の 座に 直った の は、 その 夜 ももう 八つ (午前 二 時) に 

近い 頃であった。 中原 は 今度で 三番 目で あるから、 持 

ち あわせの 怪談 も 種切れになって しまって、 ある 山寺 

の 尼僧と 小姓と が 密通して、 ふたりともに 鬼に なった 



の 島 川 は 自分の 部屋から 出て 来た。 なるほど 不快の て 

やつ 

いで 顔 や 形 も ひどく 窶れて いたが、 なにしろ 別条な く 

生きて いるので、 下田 もまず 安心した。 なんの 御用と 

不思議 そうな 顔 をして いる 島 川に 対して は、 いい加減 

の 返事 をして 置いて、 下田 は 早々 に 表に 出て ゆく と、 

かの 白い 女の すがた は 消えて しまったと いうので ある _ 

中原 を はじめ、 他の 人々 も 厳重に 見張って いたので あ 

る、 それが おのず と 煙りの ように 消え失せて しまった 

というので、 下田 も 又お どろいた。 

「島 川 どの は 確かに 無事。 してみ ると、 それ はや はり 

妖怪で あつたに 相違ない。 かような こと は 決して 口外 
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